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５月２５日～２７日の３日間無事に修学旅行を終えるこ

とが出来ました。代休で疲れた体を休ませることは出来た

でしょうか？ 

出発式は残念ながら雨でしたが、長野のつく頃には雨も

上がりました。いつもは静かにすることに時間がかかる６

４期ですが、入村式ではすっと静かになり、いい状態で始

めることが出来ました。少し不安そうな顔をしていた人も、お世話になる農家の方と会い、

元気よく「行ってきます」と言って車に乗り込むときには、本当にいい顔をしていました。

まき割りやいちご狩り、野菜の収穫や蕎麦作りなど…景色も

空気も大阪と違う大自然の中で、積極的に体験しようという

皆の姿がありました。「この空気持って帰りたい！」「野菜が

みずみずしい！」「先生これ見て！」いつもは食べられない

ものが食べられたり、苦手な虫も気にならなかったり、限ら

れた時間の中でも成長を感じることが出来ました。 

２日目の午後は楽しみにしていたラフティングです。少し

水は冷たかったですが、みんなで声を出して、力を合わせて

ゴールまでたどり着くことが出来ました。初めは不安だった

人からも「やってよかった！」という声を聞くことが出来ま

した。 

 

 

ラフティングのあとは、クラスに分かれて宿で過ごしま

した。お風呂、夕食、クラスタイムと忙しかったですが、

係の仕事はしっかりと出来ましたか？ 

クラスタイムでは修学旅行でしか過ごすことのできな

い濃い時間になったと思います。内容はクラスによって

様々ですが、クラスタイムを成功させようと、前々から準

備してきた人やそれに応えてくれた人がいたから、あの２時間があります。クラスタイムで

の気持ちを忘れずにいてほしいと思います。 

 

お天気が心配でしたが、３日間全ての行程を無事に行うこと

が出来ました。そして大きな怪我や体調不良の人もおらず、全

員が無事に帰ってくることが出来たことは、本当に良かっ

たと思います。そして少しずつですが、集合の時に静かに

しようと意識する人が出てきたこと。そして何より、今ま

であまり知らなかった仲間の事を知ることが出来、クラス

の絆が深まった事は大きな成長です。 

ただ残念だったことや、課題もあります。出発式の朝、

忘れ物を届けてもらっている人がとても多かったです。行程中もしおりに書いてあることを

質問してくる人が多くいました。これから進路に向けて大切な書類や連絡が増えてきます。

書き方を間違ったり期限を守れないと、自分だけではなく、周りの人にも迷惑が掛かります。

本当に心配しています。   

ルールを守れなかった人もいました。その人とは先生たちがしっかりと話をしました。み

んなには、これからのその人と６４期の為に何が出来るのかを考えてほしいと思います。修

学旅行でいい時間を過ごすことが出来たからこそ、課題にも目を逸らさず向き合って下さい。 

 

この３日間で先生たちは６４期の素敵な所をたくさん見つけることが出来ました。それ以上

に皆にも発見があったと思います。それを普段の学校生活にどう繋げるのか。これからの学

校生活で、修学旅行の本当の成功かどうかが分かります。“じっくりコトコト”全員が本当

に安心できる学年をつくっていきましょう。期待しています！ 


